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（１）今年度の代替輸送訓練の開催状況

■本年度の代替輸送訓練の実施概要

「首都直下地震に対応した代替輸送訓練」
・日時：平成30年10月30日(火) 13時～16時30分
・場所：大宮ソニックシティ
・参加人数：103人 参加主体数62社

「南海トラフ巨大地震に対応した代替輸送訓練」
・日時：平成30年11月13日(火) 13時～16時30分
・場所：名古屋国際センター
・参加人数：97人 参加主体数54社

【首都圏開催（さいたま）】 【中京圏開催（名古屋）】

■代替輸送訓練の目的

訓練実施の目的：太平洋側の荷主企業及び物流の供給者に代替輸送の有効性を確認するとともに、

「基本行動計画」の実効性を高めるため、代替輸送訓練を実施した。
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１．必要である
63%

２．必要だと思うが

コスト・手間を考え

ると難しい
30%

３．必要ない
3%

４．未回答
5%

１．すでに増やして

いる
3%

２．今後増やす予定
1%

３．現在、検討中
21%

４．必要だと思うが、

コストなどの支障が

大きい
13%

５．不要
13%

６．不明/判断しか

ねる
40%

７．その他
4%

８．未回答
5%

（２）代替輸送訓練のアンケート結果

②代替輸送訓練の必要性について①有事に備えて平常時から北陸経由の輸送を増やすことについて

①平常時から北陸経由の輸送を「すでに増やしている」「今後増やす予定」「現在、
検討中」と答えた人の割合は２5％となった。

②訓練が「必要」もしくは「必要だと思うがコスト・手間を考えると難しい」と答え
た人の割合 は９３％となった。
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25%が北陸地域港湾を利用
もしくは検討している

【その他主な意見】
・船便の制約もあり、使用しにくいのが現状
・商社委託の為当社としては判断しかねる
・どこがよいのか検討する必要あり

93%が必要もしくは必要だと思うがコスト・手
間を考えると難しい
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実施している 実施していない
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①事業継続の策定状況

①事業継続を策定済みの参加者は、年々増加し６９％となった。

②今年度のリピート参加は、昨年度よりも増加し１９％となった。

③訓練を実施している企業は１８％となった。

②訓練への参加リピート率

策定済みは
６９％

リピーターは
１９％
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大宮 名古屋

同地区・地域の企業と連携して実施
同業種の企業と連携して実施
関連企業（取引先）と連携して実施
自社だけで実施

訓練を実施している
企業における
訓練内容の内訳

③事業継続のための訓練の実施状況

実施は
１８％

（２）代替輸送訓練のアンケート結果
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